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昭和 50 年度春季研究発表会

日本オベレーションズ・リサーチ学会の 1975 年 ってきた.公証ということになるとなかなか計画が

度春季研究発表会は，昭和 50 年 4 月 2 日(水)， 3 樹立できないとしづ問題もあるが，長い歴史の面か

日(木)， 4 日(金)の 3 日間にわたり，東海大学湘 らみると，低成長時代の技術の閏積を広げてゆく点、

南校舎を会場として開催された. からみても，よいことであるかもしれないのであ

本大会の特別テーマは「社会的提言と ORJ で， る.

特別講演 2 題，一般発表 40 件，ペーパーフェア 36 新しい観点より，今後の技術のあり方，進め方に

件，ワークショップ 2 件，懇親会，見学会，シンポ ついて論旨が進められ，一同大いに啓蒙させられる

ジウムと新しい発表形式も含め，滞りなく終了し ところがあった

た 3 日午後 1 時半より約 1 時間にわたり，西堀栄三

特別講演 郎先生の IOR ワーカーに期待する」と L づ題で講

2 臼午後 1 時より約 1 時間にわたり，朝日新聞社 演が行なわれた“OR とは専門外の学問であり，

論説委員岸田純之助先生により「技術の社会的機 学問なり，その応用分野を超越した学問であるべき

能」としづテーマで講演が行なわれたーよく技術苧 だ"というように， OR のそもそも論から説明があ

新の時代は終わった，といわれるが，それはまた， り， 日本における OR 導入のときのいろいろなエピ

別の観点からみてゆくことができる.従来の技術が ソード， OR をどのようにして，日本の産業界に惨

直線的な発達をしていったのに対し技術の開発の 透させていったかということを具体的な例を引用さ

仕方が全包囲的になってきたといえる.例を新幹線 れて，非常におもしろくわかりやすく話をされた.

にとると，新幹線の技術は非常に高い評価を受けた また，理くっと理実とは違い， ~、うなれば，理くつは

のであるが，これは現在見なおされなければならな 線であり，現実は点であると Lづ説をご自分の経験

い非常にむずかしい事態になっている.現在では速 より説明され，新しい話題を提供された.つぎに理

度のみを達成することを目的としている技術だけで 諭にこだわっていると虚心担懐にものをみることが

はだめである.いま考えられているだけでも，旅行 できない，専門家は皆 idea killer である，という説

時間の短縮，高度の安全性，低運賃，乗り心地のょ について，これまた，先生の経験を引用されて平易

いこと(保全)，騒音など八つほどの重要な問題が に皆にわかるよう説明された最後に，南極探険の

あり，これらは互いに矛盾する関係にある.技術が ときの話をされ， OR ヮーカーは仕事に対 L，執念

一直線に進むという技術ではなく仕って，相矛盾す と熱心さを有していることが必要である また，計

る技術を円満に解決する技術が要求されてきてい 画を立て，情勢の変化に対処する術が必要である.

る.直線的ならばそれに全力を注けばよいのである それには慌てふためいてはだめである 心が平静で

が，八つもの目的を達成するには，資金の配分，資 あるこ è ，平常心を有していることがたいせつであ

材の配分，それに人材の配分などが出てくるので￡ る， ということをわかりやすく話され，聴衆一同時

る.どこにどれだけのウエイトをどのような基準で の経つのを忘れて聞き入った

配分してゆくかとしづ問題にぶつからざるをえな 一般発表

い 方程式の数が未知数の数より少ないことと同じ 3 号館のA会場， B会場て 2 日 (28 件)， 3 日 (12

であるから，技術者の狙いもはっきりしないという 件)，計 40 件で順調に行なわれた.

ことになる.不確定性 100 %としづ問題を解かねは ペーパーフェア

ならぬとしづ以外に，その要求というものがたえず 3 号館で 2 日 (12 件)， 3 日 (24 件)にわたり計

動いているのである.姿求そのものも目に見えるも 36 件が行なわれた.ペーパーフェアについては今回

のから，目に見えない要求に移っている.そこで少 はじめての試みて、あり， 7 月に行なわれる IFORS ，

しずつ不確定性を減らし一般の人々の反響を待つ TIMS ìこ対する試行として行なわれた 会場の入り

ということが必要となる 公証としづ手続きが加わ もまずまずであったし各セッションでの議論も思
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ベーパーブニアの会場風景

ったより活発であった.このような点からみるとほ

ぼ成功したように思える しかし，今後改善すべき

点を整理してみるとつぎのようである.一般的に米

国のように，説明者が話をしている聞でも，不明の

点があればつぎつぎと質問を浴びせる国では，ベー

パーフェアの形式は非常に適しているように思え

る.これに対してわが国のように，説明の途中で質

問しては失礼だと考え，比較的一方通行的なやりと

りをする所ではこの形式はぎこちないもののようで

あった.事実，講演者は 15 分ぐらい説明すると質

問を待ちあぐね，聴衆も立ち去るのが気まずし、せい

かお義理に，二，三の本質的で、ない質問をして時間

の経過を待つといった場面を展開している所も少な

くなかったようである.テーマの配列，参加人員に

比L同時に並行して設けられるセッションの数およ

び講演内容のレベノレ，運営方法など今後研究すべき

問題は多々あると思う.また，容の入りの悪いセッ

ションに“サクラ"がし、るとしだし、に客がつき始め

るということも確認できた.今回の試みは，とにか

くやってみるということに重点がおかれたのである

が，次回あたりからは，組織的にベーパーフェアの

進行法を検討すべきであろう.ベーパーフェアは提

示された問題に密度の高い立ち入りを許すというす

ぐれたメリットを持っていると考えられるので，学

会の中に今後ともこれを育ててゆくことが望まれ

る.要するにまだまだこの方式は一般に惨透してい

ないので，この方式に慣れてくることが必要である

と忠、う.

ワークショップ

今大会の研究発表において， ワークショップと称

する研究発表がはじめて行なわれた.この 7 月わが

国で開催される国際 OR 会議 IFORS において行な

われる九つの研究発表の予行演習も兼ねた発表会で

あった.研究発表は「環境管理」と「交通システム」

の 2 件が 2 日 3 日に行なわれ 3 日の午後に綜合

報告が行なわれた.

「環境管理」は，主査・植木義一先生のもとで次

のようなレポートが発表された.

1.三根 「公害の規制と制御のモデル」

2. 中村 「交通と環境の制御」

3. 吉岡 「地場開発問題の計算機利用についてJ

4. 松崎 「地場計測における環境管理」

5. 西野 「大気汚染防止のための設備投資の見通

し」

6. 中山 「乗数形非線形計画法と環境汚染制御」

[交通システム」は，主査・河田竜夫先生のもと

で次のような形式で行なわれた. 7 月の国際会議

IFORS に参加する人はもちろん，国際会議に参加

しなくても，このテーマに興味を持っている人が出

席し互いに怠見を出し合って，それをまとめてさ

らに理論を発展させてゆくというふうにして， IFｭ

ORS で発表される内容の準備的討議を行なった.

各出席者から活発な意見が出，都市機能に対する交

通問題，全世界に必要十分なタンカーの問題，時系

列的にみた交通政策など， 12 項目にわたってまと

められた.

懇親会

4 月 2 日 17 時 30 分より 19 時まで東海大学内松

前会館で，唐津ー OR 学会副会長，足利惇氏東海

大学大学院院長のご挨拶があり，松田武彦先生の

IFORS，西野吉次先生の TIMS に対するお話があ

り，和気あいあいのうちに一同なごやかな歓談の夕

べを過ごした.出席者約 50 名

見学会

4 月 4 日 10 時より神奈川県内広域水道企業団の

水道施設の総合管理システムの見学が行なわれ，デ
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モンストレーションや詳細な説明があった.

シンポジウムについては 4 月 1 日 13 時より 16

時 30 分まで，森村英典先生のもとで「待ち行列の

見

東海大学で開催された今年の春季発表会は凍える

ような寒さの中で、行なわれた. 3 日目の見学会は，

前日，前々日とはうって変わって，おだやかな日本晴

となった.見学先である神奈川県内広域水道企業団

庁舎のある矢指町は，相模平野の東北部をしめ，横

浜市内とはいうものの，市のはずれの雑木林の中に

あり，周辺はまったく田園風景である.相鉄の三つ

境駅よりは桜の並木がつづいて，いつもの年ならば

桜のトンネルの中というのに，今は奮がチラホラの

程度である.巨大な鉄塔のある庁舎が非常にモダン

な建物であるのがあたりの風景に対してきわだって

見える.見学者総数 27 名全員定刻 10 時に集合し，

企業団側の説明を受けた.この企業団は不足しがち

の神奈川県内の水需要を緩和するために新たな水源

として県の西部を流れる酒匂川を開発して，神奈川

県，横浜市，川崎市，横須賀市に給水をはかるため

に設立されたものである.

酒匂川の支流に総貯水量 6 ， 490 万 m' の三保ダム

を作るとともに酒匂川よりの取水ぜきを小田原市に

置き，上記の目的を達しようとするもので，取水ぜ

きはすでに昭和 48 年に完成し夕、ムも 53 年完成の

予定である.これによって全県下に 1 ， 454 ， 800 m'/ 

日の水道水の供給が可能となる計画である.この水

は県西部より東部に敷かれた導水管により各都市の

浄水場に導かれるが，その管理のために矢指町の庁

舎内に大型電子計算機 2 台を設置し 1 台 (FAC

OM-23045S) は浄水場，ポンプ場における各種の

データの収集と浄水場のコントロールのために用い

られ，他の 1 台 (TOSBAC-5600) は収集されたデ

ータを整理蓄積させ，必要に応じて検索を行なうと

ともに管理運営のための科学計算(たとえば水源池

浄水場を含むシステム内の最適配分やこのシステム

のジミュレージョン等)を行なうことになってい

る， との一般的な説明が主〉った.

次に，“水源池と浄水場を含むシステム内の最適

配分について"と“全施設の運転シミュレーション"

および‘・水源池主浄水場の情報処理"に関する説明

利用」とし、うテーマで，統計数理研究所において約

80 名が参加し活発な論議が展開された

(粟野敏雄，真壁肇，安田八十五記)

品~
守司 記

が行なわれた.

“水源池と浄水場を含むシステム内における最適

配分"は，従来は取水，配水が独立に行なわれてい

たものを LP を利用してシステム全体として最適な

運営を計画するものである.制約条件としては次の

ものがある.

1) 取水制約条件(5 ) 

2) 浄水場処理能力制約条件 (33)

3) 通水収支配水区需要制約条件 (89)

4) 管路通水量制約条件 (110)

目的関数としてはシステム内における 1m' の水

を処理する費用とし，これを最小とするものであ

る: ( )内は制約式の数を示す

結果として現在実施している状況より試算伊jのほ

うが 20%安くなる結果が得られているーこの計算

には全時間 4 分程度で，その大部分は 1/0 時間であ

る.

また“全施設の運転シミュレーション"は，需要

およびその予測に応じた取水，分水，浄水調整およ

び配水の管理方式の検討と緊急時の処理方式の検討

を目的主して作られたものである.言語は FORT

RAN で約 3 ， 000 ステップであり，期聞は 1 ヵ年を

単位として実施している.その結果，浄水池の水位

に変化のはげしいものと安定しているものがあり，

変化のはげしいものはその運転が問題であるととも

に，調整池の運用も季節的に大きな変動のあること

が判明している このプログラムはいくつかのサブ

プログラムを組み合わせて主プログラムが管理する

形式となっているために，新しく設備を作ったり，

更新したりする場合にも容易に変更が可能なように

なっている.

また“水源池と浄水場の情報"は，ポンプ場およ

び浄水場内のミニコンピュータで収集したデータは

無線によってここに集められ，大型計算機の中で編

集された時々刻々の状況がディスプレーで、示される

とともに大型の表示板上に表示され， さらに管理者

の卓上のデ f スプレーにも必要な情報が表示される
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テムについての熱心な討論が行なわれた.

水がわれわれの生活には不可欠のものであり，将

来の都市の運命を左右するものは水であるというこ

とを考えれば，その管理がいかに重要であり，この

設備が神奈川県の水問題の解決に大きな一役を買う

ことになるであろう原野秀氷記)

昭和 50 年度春季研究発表会

ようになっている.

以上の説明の後に庁舎の 1 階中央にある管理セ

ンターにおいて LP による最適配分と浄水場情報の

ディスプレー表示のデモンストレーショ γが行なわ

れた.

管理部の人々と中食をともにしながら， このシス

(※印発表者)

1975 年度春季研究発表会プログラム

4 月 2 日(水)

発表番号

特別講演 I
純之助田岸日新聞朝

目題

久

講演
座長 三根

技術の社会的機能
座長 青山博次郎

OR ワーカーに期待する
特別講演 E

栄三郎期西

座長 島田俊郎

公害問題解決のための OR 的試論
準線形化による水理学的定数の同定(2)ー浅井戸の場合一

一般発表

※
 

彊
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夫
子
彊
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有水

小田中
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林業試験場
林業試験場
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原雄※

鎌田 烈
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柴崎達雄
主査島田俊郎

敏
信

欽
邦

※
 
行
郎
彦
司
吾

那
長
正
昌
銀

島
野
村
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生
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浩

彦

井ノ川

山本

城
浅
杉
後
麻

三鶏
主査星

四国女子大
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国際航業

海
治
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シミ z レーシ宮ン手法による地盤沈下の予測と評価

A-3 

A-4 

A-5 

大
大

日通総研

丸善石油

熊本女子大
九州大
大分大
塩野義製薬
国鉄学研

国鉄技研
成際大

東
明部会報告:システム・ダイナミックス研究部会中間報告

座長 卜部舜-
ABC 分析についての定量的考察

季節変動商品の生産計画
P¥ay-the-winner samp¥ing and the inverse stopping ru¥es 

with the truncated and the non-truncated situations for 

a finite popu¥ation 

A-6 

A-7 

A-8 

A-9 

福島康人
ト部舜ー

主査
主査

防衛庁

千葉工大

クラスター分析に関する一考察

座長 浅野長一郎
多変量解析計算法の一考察
部会報告:マネジメント・システム研究部会中間報告

部会報告:政策分析研究部会中間報告(政策科学誕生の
意義と発展の方向)

部会報告:中小企業のための OR 研究部会終了報告
座長 西田俊夫

タンデム型待ち行列の有効サーピス率

A-l0 

A-ll 

A-12 
A-13 

A-14 

進※
隆

良之助

雄※光

井
岡
瀧

原

藤
谷
鳴
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大

、
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ユ
ン
、
ス

ピ
エ
一
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一
ヤ

コ
タ
ニ

，
，
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t
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、

一
戸
"
"

神

数種類の故障モードを伴う Life support ツステム信車貫性

の最適化問題

B-l 

B-2 
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Cumulative Damage モデルの取替問題

座長 原野秀永

調達時間を考慮した最適発注政策
ユニットの故障分布が独立でない並列冗長システムのむ

頼性について

130 

B-3 

B-4 

B-5 

※
※
 

夫
憲
豊
久
一

俊
正

目
玉
田
根
合

四
児
岡
三
河

大阪
w
w

都
Mげ

大

大京良状態を考慮した取替政策

座長 真鍋龍太郎
マルチ・プロセッシング・システムにおける最適スケジ
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B-12 

B-13 
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東京理科大

分岐ポアソン入力待ち行列の近似解法について

分岐過程によるゲート式待ち行列!の解析

優先順位のついてし、る複数窓口待ち行列
The optimal assignment of priority in a two dissimilar 

unit redundant systcm with warmstandby 
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Pl-3 
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田
田
川
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崎
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森
松
太
福
堀
岩
平
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井

電力中研

東京工大

応

鹿島建設

非線型計量経済モデルによるシミュレーション方法につ

いて

職務の性質とリーダーシップ機能の関連性

P2-2 

大慶目標計画法を使った企業行動モテ、ルについて

P2-3 

P2-4 

本航空日

輸送機の運用と最適

重機計画の最適化について

航空輸送事業経営と予測(第 8 報)

ネットワーク

P2-5 

P2-6 
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座長 若林信夫
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" 福島殺夫※

座長 松井甲子f~ft
B-18 非線形計画の問題に対する数値解法について M • 部 大 三机 久
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EZ 山技短大 野 III 立夫※
B-19 線型計画問題の SUMT による厳常解法 :flI )J¥ 大 古里r ;Ì定行※

" 伊 J呈正夫

B-20 資源配分問題の意味ある解法 小伶商大 若林信夫
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P3-1 ダイナミック OR 統 数 研 鈴木義一郎
P3-2 OR とは金勘定と見付けたり エマース 小島光造
P3-3 副作用調査の設計についての考察 田辺製薬 朝尾 正
P3-4 データのやさしい分類法 仮りに誘画法とよぶ 電電公社 江副 )] 
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同志社大 小嶋外弘

" 佐々木信弘
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算法について 日科技研 恒川純吉
P4-2 ネットワーク上の最大 OD フローについて 大阪市大 西村 昂
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" 前田幸久
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On the Unemployment Problem in the United States of 

America 
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Dynamic Programming and Approach of N. Lovinson in 
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